
上：雙鳧觀（蘇軾）
下：ベートーヴェンの言葉（ベートーヴェン）

樽本　樹邨顧問

上：蘭（袁枚）
下：窓の月（良寛）

真神　巍堂常任総務牛窪　梧十

上：無常（良寛）
下：心得（兼好法師『徒然草』第百十段）

土橋　靖子

888

最高顧問

右：羈旅情（常建『泊舟盱眙』）
左：富士山（石川丈山）

最高顧問

ド
イ
ツ
民
謡
を
原
曲
と
し
た
日
本
語

歌
詞
で
す
。
原
風
景
を
想
い
な
が

紙
面
の
流
動
性
を
求
め
て
、

気
韻
生
動
な
ど
書
の
美
的
要

素
を
表
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
自
然
な
用
筆
を
試
み

ま
し
た
。

可
読
性
を
念
頭
に
、
要
白
美

を
意
識
し
な
が
ら
変
化
が
大

き
な
作
品
の
制
作
を
意
図
し

ま
し
た
。

調
和
体
は
鈴
木
翠
軒
先
生
の
か
な
が
い
い
と
思
っ
て

い
る
の
で
、
今
回
の
も
そ
の
ね
ら
い

3

3

3

で
す
。
少
し
単

調
に
な
り
過
ぎ
ま
す
が
、
私
は
調
和
体
は
こ
れ
く
ら

い
で
よ
い
と
い
う
説
を
信
じ
て
い
ま
す
。

毎
回
楷
書
を
六
朝
風
に
書
い
て
い
る
の
で
、

行
書
体
も
、
と
思
っ
て
、
始
め
の
頃
に
黄
山

谷
を
と
思
っ
て
や
り
か
け
ま
し
た
が
、
終
わ

る
処
は
六
朝
風
に
な
り
ま
し
た
。
筆
は
剛ご
う

毛

で
す
。

　

読
売
書
法
展
は
伝
統
と
古
典
に
基
づ
い
た
書
の
継
承
と
発
展
を
め
ざ
し
て
昭
和
五
十
九

年（
一
九
八
四
年
）に
始
ま
り
ま
し
た
。出
品
約
一
万
四
千
点
、東
京
展
、関
西
展
、九
州
展
の

三
会
場
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、今
回
の
第
三
十
八
回
展
に
は
、約
二
万
点
の
力
作
が

集
ま
り
、全
国
八
会
場（
東
京
、関
西
、中
国
、北
海
道
、四
国
、東
北
、中
部
、九
州
各
展
）を
巡

回
し
ま
す
。

　

読
売
書
法
会
の
発
足
以
降
、
書
壇
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
が
、「
本

格
の
輝
き
」を
標
榜
す
る
読
売
書
法
展
は
方
向
性
を
見
失
わ
ず
、
着
実
に
歩
み
を
進
め
、
国

内
最
大
規
模
の
公
募
展
に
成
長
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、今
回
か
ら
は
書
道
文
化
の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
、公
募
の
出
品
資
格
を
満
十
五
歳

以
上
に
引
き
下
げ
、高
校
生
を
中
心
に
若
い
世
代
の
作
品
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

読
売
書
法
会
の
役
員
書
家
は
、古
典
を
考
証
し
な
が
ら
新
た
な
可
能
性
を
追
求
し
、常
に

自
己
研
鑽
に
励
み
ま
す
。い
ま
な
お
止
む
と
こ
ろ
を
知
ら
な
い
役
員
書
家
の
旺
盛
な
創
作

活
動
は
、書
法
会
の
根
幹
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、現
代
書
道
芸
術
の
発
展
に
多
大
な
影
響

を
与
え
続
け
て
い
ま
す
。

　

国
内
書
壇
の
最
高
峰
を
形
成
す
る
最
高
顧
問
、顧
問
、常
任
総
務
の
作
品
ガ
イ
ド
を
作
成

し
ま
し
た
。作
者
自
身
に
よ
る
制
作
意
図
を
紹
介
し
て
お
り
ま
す
の
で
、ご
鑑
賞
の
際
の
手

引
き
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
四
年
八
月

読
売
新
聞
社

読
売
書
法
会

©
２
０
２
２　

読
売
新
聞
社　

読
売
書
法
会

ご
あ
い
さ
つ



上：筆（良寛）
下：道（種田山頭火）

池田　桂鳳顧問

上：鴻慈（梁・元帝）
下：『大学』より名言（『大学』）

梅原　清山顧問

上：夏雲（陶潜『四時詩』）
下：高千里の詩（高駢『山亭夏日』）

新井　光風顧問

上：米寿　髙年秋天に似たり（自詠）
下：天に星　地に花　人に愛（自詠）

杭迫　柏樹顧問

右
：
も
み
ぢ（『
万
葉
集
』巻
八
）

左
：
は
つ
秋（
松
尾
芭
蕉
）

最
高
顧
問

上
：
龍
行
虎
歩（『
宋
書
』武
帝
紀
上
）

下
：
雁
塔
聖
教
序
の一節（
唐・太
宗『
大
唐
三
蔵
聖
教
序
』）

最
高
顧
問

右
：
憑
依（
韓
愈『
雑
説
』）

左
：
孟
子
語（『
孟
子
』）

最
高
顧
問

紙
面
か
ら
醸
し
出
さ
れ
る

雰
囲
気
を
感
じ
て
頂
き
た

く
、
白
が
美
し
く
映
え
る

よ
う
に
、
気
に
満
ち
た
線

と
流
れ
を
意
識
し
た
。

み
な
の
で
北
魏
調
で
書
作
し
た
。

て
書
い
て
み
ま
し
た
。

本
作
は
金
文
の
字
形
と

様
々
な
線
を
以
て
余
白
の

妙
を
求
め
た
。
幾
何
学
的

な
線
が
生
み
出
す
白
は
、

作
品
に
広
が
り
と
奥
行
き

を
与
え
展
覧
会
会
場
で
映

え
て
ほ
し
い
。

こ
の
意
味
は
、
威
儀
荘
重
の

様
を
い
う
。
龍
に
は
、
め
ぐ

む
、
い
つ
く
し
む
の
意
を
含

ん
で
い
る
。
強
い
だ
け
で
な

く
優
し
さ
も
あ
る
。

西
遊
記
で
も
有
名
な
玄
奘

三
蔵
法
師
に
つ
い
て
雁
塔

聖
教
序
の
中
に
出
て
く
る

部
分
を
書
い
た
。
こ
の
人

が
い
な
か
っ
た
な
ら
日
本

佛
教
は
な
か
っ
た
。

強
い
漢
字
を
主
と
し
た
調
和

体
作
品
の
場
合
、
平
仮
名
を

調
和
さ
せ
る
の
は
至
難
で
あ

る
。
平
仮
名
の
字
形
、
大
き

さ
を
工
夫
し
、
特
に
多
様
で

強
い
線
を
意
識
し
漢
字
と
の

調
和
を
図
っ
た
。

青
田
も
海
も
緑
一
色
と
詠
む

芭
蕉
。
秋
の
も
の
静
か
で
爽

や
か
な
こ
の
風
景
は
自
ず
と

淡
い
墨
と
な
り
ま
し
た
。



上：筆（良寛）
下：道（種田山頭火）

池田　桂鳳顧問

上：鴻慈（梁・元帝）
下：『大学』より名言（『大学』）

梅原　清山顧問

上：夏雲（陶潜『四時詩』）
下：高千里の詩（高駢『山亭夏日』）

新井　光風顧問

上：米寿　髙年秋天に似たり（自詠）
下：天に星　地に花　人に愛（自詠）

杭迫　柏樹顧問

右
：
も
み
ぢ（『
万
葉
集
』巻
八
）

左
：
は
つ
秋（
松
尾
芭
蕉
）

最
高
顧
問

上
：
龍
行
虎
歩（『
宋
書
』武
帝
紀
上
）

下
：
雁
塔
聖
教
序
の一節（
唐・太
宗『
大
唐
三
蔵
聖
教
序
』）

最
高
顧
問

右
：
憑
依（
韓
愈『
雑
説
』）

左
：
孟
子
語（『
孟
子
』）

最
高
顧
問

意
味
は
「
大
い
な
る
め
ぐ
み
」。

強
い
表
現
の
大
字
楷
書
作
品
が
好

み
な
の
で
北
魏
調
で
書
作
し
た
。

書
の
深
奥
の
ま
だ
見
ぬ
新
た
な
世
界
の
探
索
を

試
み
た
が
こ
の
状
態
。
全
て
が
、
今
が
、
ま
さ

に
第
一
歩
と
い
う
感
あ
り
。

高
千
里
の
詩
を
読
ん
で
い
て
、
調
和
体
と
し

て
の
幻
影
を
追
い
か
け
た
結
果
が
こ
れ
で
あ

る
。
表
現
の
主
眼
は
空
気
と
響
き
。

ご
く
普
通
の
事
を
言
っ
て
い
る
が

流
石
に
名
言
。
作
品
の
書
き
出
し

の
字じ

柄が
ら

も
悪
く
な
い
と
思
い
書
作

し
た
。

右
は
打
楽
器
の
、
左
は
管
弦

楽
器
の
演
奏
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
書
い
て
み
ま
し
た
。

間
も
な
く
米
寿
。
こ
れ
か
ら

の
人
生
を
い
か
に
送
る
か
、

山
頭
火
の
句
集
か
ら
集
め
て

み
ま
し
た
。

米
寿
を
迎
え
た
。
サ
ワ
サ
ワ
と

し
た
心
境
で
書
に
も
人
生
に

も
。「
今
は
心
よ
我
に
従
へ
」

と
良
寛
さ
ん
も
歌
っ
て
い
る
で

は
な
い
か
。

天
・
地
・
人
─
学
問
で
は

天
文
学
・
地（
文
）学
・
人

文
学
と
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ

れ
に
あ
る
べ
き
美
し
い
世

界
を
求
め
て
。

西
遊
記
で
も
有
名
な
玄
奘

三
蔵
法
師
に
つ
い
て
雁
塔

聖
教
序
の
中
に
出
て
く
る

部
分
を
書
い
た
。
こ
の
人

強
い
漢
字
を
主
と
し
た
調
和

体
作
品
の
場
合
、
平
仮
名
を

調
和
さ
せ
る
の
は
至
難
で
あ

る
。
平
仮
名
の
字
形
、
大
き

さ
を
工
夫
し
、
特
に
多
様
で



上：雙鳧觀（蘇軾）
下：ベートーヴェンの言葉（ベートーヴェン）

樽本　樹邨顧問

上：蘭（袁枚）
下：窓の月（良寛）

真神　巍堂常任総務

上：陸游句（陸游）
下：慮外者（自詠）

牛窪　梧十常任総務

上：無常（良寛）
下：心得（兼好法師『徒然草』第百十段）

右：秋雨（長塚節）
左：故郷を離るる歌（吉丸一昌）

土橋　靖子常任総務

888

最高顧問

右：羈旅情（常建『泊舟盱眙』）
左：富士山（石川丈山）

最高顧問

今
回
の
三
文
字
「
雙さ
う

鳧ふ
く

觀わ
ん

」
は

蘇
軾
の
詩
の
題
名
か
ら
選
ん
だ
。

着
想
は
大
き
く
ゆ
っ
た
り
と
墨

量
を
豊
か
に
一
本
の
線
で
も
ぐ

ら
つ
か
な
い
よ
う
に
心
し
た
。

造
形
の
縛
り
か
ら
解
放
さ
れ

気
の
赴
く
ま
ま
に
運
筆
し
ま

し
た
。

わ
ず
か
な
散
ら
し
を
使
っ
て

“
残
”
の
造
形
の
妙
を
表
現

し
て
み
ま
し
た
。

深
浅
み
な
楽
し
む
べ
し
。

そ
ん
な
境
地
に
共
感
す
る

年
齢
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

広
く
も
な
い
庭
に
十
薬
が
は
び
こ
る

季
節
と
な
っ
た
。
慮
外
者
と
は
十
薬

の
こ
と
か
、
己
れ
の
こ
と
か
。

あ
ま
り
形
を
追
わ
ず
伸
び
や
か
に
、

懐
大
き
く
書
き
た
い
と
念
じ
ま
し

た
。
書
に
は
呼
吸
が
大
切
と
、
改
め

て
痛
感
し
ま
し
た
。

ド
イ
ツ
民
謡
を
原
曲
と
し
た
日
本
語

歌
詞
で
す
。
原
風
景
を
想
い
な
が

ら
、
ゆ
っ
く
り
口
ず
さ
み
つ
つ
書
き

ま
し
た
。

全
体
に
穏
や
か
に
素
直
に

書
い
て
み
た
。

素
を
表
現
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
、
自
然
な
用
筆
を
試
み

ま
し
た
。


